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～書籍のご紹介～ 
私は、考えてしまうのです。 

❝私は、思うのです。 

あなたはもっと、普通の生活を送れていたかもしれないと。 

長男が、もし障害をもっていなければ。 

長男が、もし障害をもっていなければ。 

私たちはもっと楽に暮らしていけたかもしれないと。(中略) 

それから、私ははたと気付いたのです。 
あなたが生まれたことで、 

私たち夫婦は悩み考え、 

それまでとは違う人生を生きてきた。 

親である私たちでさえ、 

あなたが生まれなかったら、 

今の私たちではないのだね。 

ああ、息子よ。 

誰もが、健常で生きることはできない。 

誰かが、障害を持って生きていかなければならな

なぜ、今まで気づかなかったのだろう。(中略) 

息子よ。 

君は、弟の代わりに、 

同級生の代わりに、 

私の代わりに、 

障害を持って生まれてきた。(中略) 

息子よ。 

そのままで、いい。 

それで、うちの子。 

それが、うちの子。 

あなたが生まれてきてくれてよかった。 

私はそう思っている。 父より❞ 

 


